
定住自立圏形成に関する協定書 

 

石巻市（以下「甲」という。）と東松島市（以下「乙」という。）は、石巻圏域におけ

る定住自立圏の形成に関し、次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、中心市宣言（定住自立圏構想推進要綱（平成２０年１２月２６日付け

総行応第３９号総務事務次官通知）第４の規定による中心市宣言をいう。）を行った甲

と、甲が行った中心市宣言に賛同した乙が、相互に役割を分担し、定住に必要な都市機

能や生活機能の確保及びその充実を図るとともに、自立に必要な経済基盤の整備を促進

することにより、魅力あふれる定住自立圏を形成することを目的とする。 

（基本方針） 

第２条 甲及び乙は、前条に規定する目的を達成するため、次条に規定する政策分野の取組

について、相互に役割を分担して連携を図り、共同し、又は補完し合うこととする。 

（連携する取組の分野及び内容並びに甲乙の役割分担） 

第３条 甲及び乙が取り組む政策分野は次に掲げるものとし、その取組の内容並びに甲及び

乙の役割は別表第１から別表第３までに定めるとおりとする。 

(1) 生活機能の強化に係る政策分野（別表第１） 

(2) 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野（別表第２） 

(3) 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野（別表第３） 

（事務の執行に当たっての連携、協力及び費用負担） 

第４条 甲及び乙は、前条に規定する取組を推進するため、相互に役割を分担して連携し、

又は協力して事務の執行に当たるものとする。 

２ 前条に規定する取組を実施するために必要な手続、費用の負担及び人員の確保に係る

負担は、相互の受益の程度を勘案し、その都度、甲及び乙が協議し定めるものとする。 

 （協定の変更） 

第５条 この協定を変更しようとする場合は、甲及び乙が協議の上、これを定めるものと

する。この場合において、甲及び乙はあらかじめ議会の議決を経るものとする。 

 （協定の廃止） 

第６条 甲及び乙は、この協定を廃止しようとする場合は、あらかじめ議会の議決を経た

上で、その議決書の写しを添付した書面により、本協定の廃止を求める旨を他方に通告

するものとする。 

２ この協定は、前項の規定による通告があった日から起算して２年を経過した日にその

効力を失う。 

 （疑義の解決） 

第７条 この協定に関し疑義が生じた場合は、甲及び乙が協議の上、その解決を図るもの

とする。 

 



 この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、甲及び乙が記名押印の上、各自 

１通を保有する。 

 

 

  平成２２年  月  日 

 

               甲  石巻市長   

 

 

               乙  東松島市長  

 



別表第１（第３条、第４条関係） 
 

生活機能の強化に係る政策分野 
 
１ 医療 

取組事項 取組内容 甲の役割 乙の役割 

地 域 医 療 を
担 う 医 療 従
事 者 の 確 保
対策 

医療従事者の就労
環境の調査及び整備
に取り組む。 
 

医療従事者を対象
とした就労環境調査
や在宅有資格者を対
象とした就労意向調
査を行い、就労支援策
を検討し、働きやすい
環境の整備に取り組
む。 

甲と連携し、医療従
事者や在宅有資格者
を対象とした調査を
行い、就労支援策を検
討し、働きやすい環境
の整備に取り組む。 

救急医療体制（石巻
市夜間急患センター、
病院群輪番制等）及び
地域医療連携体制の
強化・充実に取り組
む。 

救急医療体制（石巻
市夜間急患センター、
病院群輪番制等）の充
実及び地域医療連携
体制の整備に取り組
む。 

甲と連携し、救急医
療体制の充実及び地
域医療連携体制の整
備に取り組む。 

救急医療・地
域 医 療 連 携
体制の充実 

健（検）診、予防接
種等の保健サービス
の提供に関する連携
強化や課題解決に取
り組む。 
 

健（検）診、予防接
種等の保健サービス
の提供に関する連携
強化や課題解決に取
り組む。 

甲と連携し、健（検）
診、予防接種等の保健
サービスの提供に関
する連携強化や課題
解決に取り組む。 

災 害 時 医 療
ネ ッ ト ワ ー
クの充実 

災害時医療ネット
ワークの構築に取り
組む。 
 

災害時医療ネット
ワークの構築、災害時
医療マニュアルの策
定及び大規模災害訓
練等の災害時医療連
携体制の構築に取り
組む。 

甲と連携し、災害時
医療ネットワークの
構築、災害時医療マニ
ュアルの策定及び大
規模災害訓練等の災
害時医療連携体制の
構築に取り組む。 

 
２ 福祉 

取組事項 取組内容 甲の役割 乙の役割 

子 育 て 支 援
や 保 育 体 制
の 一 層 の 充
実・連携によ
る環境整備 

各種子育て支援事
業について、石巻圏域
住民が利用可能な体
制を整備するととも
に、石巻圏域として安
心して子育てができ
る環境の整備に取り
組む。 
 

(1) ファミリーサポ
ートセンター事業
の対象区域を石巻
圏域へ拡大するこ
とに取り組む。 

(2) 石巻圏域で利用
できる子育て支援
センター等の事業
の調整を図り、事業
内容の向上に取り
組む。 

(3) 各種子育て施策
に係る指導員等の
研修に取り組む。 

(1) 甲と連携し、フ
ァミリーサポート
センター事業の対
象区域を石巻圏域
へ拡大することに
取り組む。 

(2) 甲と連携し、石
巻圏域で利用でき
る子育て支援セン
ター等の事業の調
整を図り、事業内容
の向上に取り組む。

(3) 甲と連携し、各
種子育て施策に係
る指導員等の研修
に取り組む。 

 
 



３ 教育 

取組事項 取組内容 甲の役割 乙の役割 

石 巻 市 視 聴
覚 セ ン タ ー
の充実 

石巻市視聴覚セン
ターを活用し、研修・
学習の場及び情報の
提供並びに教材の供
給に取り組む。 
 

(1) 石巻市視聴覚セ
ンターを活用し、社
会教育と学校教育
との連携事業の充
実に取り組む。 

(2) 石巻市視聴覚セ
ンターを活用し、教
材供給及び情報提
供の拡充に取り組
む。 

(1) 甲と連携し、石
巻市視聴覚センタ
ーを活用し、社会教
育と学校教育との
連携事業の充実に
取り組む。 

(2) 甲と連携し、石
巻市視聴覚センタ
ーを活用し、教材供
給及び情報提供の
拡充に取り組む。 

図 書 館 の 利
便性の向上 

図書の相互利用等
により、利用サービス
の向上に取り組む。 
 

(1) 石巻圏域の図書
館・図書室の図書の
相互利用に係る物
流環境の整備に取
り組む。 

(2) 石巻圏域での読
書推進講座の開催
に取り組む。 

(3) 石巻圏域での図
書館司書等の交流
を行い、専門知識の
向上及び人材確保
に取り組む。 

(1) 甲と連携し、図
書の相互利用に係
る物流環境の整備
に取り組む。 

(2) 甲と連携し、読
書推進講座の開催
に取り組む。 

(3) 甲と連携し、図
書館司書等の交流
を行い、専門知識の
向上及び人材確保
に取り組む。 

学 校 適 応 指
導 教 室 に 関
する連携 

石巻市適応指導教
室を活用し、学校不適
応児童・生徒に対する
学校生活への復帰に
係る支援に取り組む。
 

石巻市適応指導教
室の事業運営の充実
を図り、学校不適応児
童・生徒に対する学校
生活への復帰に係る
支援に取り組む。 

学校不適応児童・生
徒に対する学校生活
への復帰に係る支援
策として、石巻市適応
指導教室を活用する。

スポーツ・レ
ク リ エ ー シ
ョ ン の 連 携
と ス ポ ー ツ
団 体 の 交 流
促進 

地域スポーツの振
興推進に取り組む。 
 

宮城ヘルシー石巻
地区大会等の実施に
取り組む。 
 

甲と連携し、宮城ヘ
ルシー石巻地区大会
等の実施に取り組む。

社 会 教 育 事
業 の 共 同 開
催 

石巻圏域の社会教
育団体へ連携を呼び
かけ、事業の共同開催
に向けた支援に取り
組む。 

石巻圏域の社会教
育団体の交流を深め、
各種事業の共同開催
に向けた支援に取り
組む。 

甲と連携し、各種事
業の共同開催に向け
た支援に取り組む。 

 
４ 産業振興 

取組事項 取組内容 甲の役割 乙の役割 

港 湾 整 備 の
促進 

石巻港の港湾整備
促進に取り組む。 
 

(1) 石巻港の港湾整
備促進の活動強化
に取り組む。 

(2) ポートセールス
に取り組む。 

(3) 港湾整備促進の
ための官民連携に
よる作業部会を設

(1) 甲と連携し、石
巻港の港湾整備促
進の活動強化に取
り組む。 

(2) 甲と連携し、ポー
トセールスに取り組
む。 

(3) 甲と連携し、情



置し、コンテナ貨物
等の需要調査や荷
主等のデータベー
ス化等により、情報
の整理分析に取り
組む。 

報の整理分析に取
り組む。 

企 業 誘 致 活
動の推進 

進出企業に関する
情報収集や企業誘致
に関する調査研究に
努めるとともに、石巻
圏域の優位性等をア
ピールするため、産業
力や気候条件、さらに
は東北地区の工業団
地へのアクセスや教
育施設を含めた社会
資本等を網羅した資
料の充実に取り組む。

情報収集やデータ
等の整理及び調整を
行い、企業誘致に取り
組む。 

甲に情報データの
提供を行い、企業誘致
に積極的に取り組む。

戦 略 的 な 広
域 観 光 ル ー
トの開発 
 
 
 
 

観光協会と連携し、
観光ルート開発のた
めの委員会を設置し、
石巻圏域における観
光素材の情報収集や
体系化、広報活動等を
行うとともに、バリエ
ーション豊かな観光
ルートの開発や商品
化に取り組む。 

ニューツーリズム
の商品開発に取り組
む。また、体験型観光
等の促進や都市エリ
アとの地域間交流に
取り組む。 

甲と連携し、ニュー
ツーリズムの商品開
発に取り組む。また、
体験型観光等の促進
や都市エリアとの地
域間交流に取り組む。

 
５ 環境 

取組事項 取組内容 甲の役割 乙の役割 

ク リ ー ン エ
ネ ル ギ ー 普
及 啓 発 の 推
進 
 

石巻市が開催して
いる環境フェアに東
松島市及び女川町も
参加し、一体的にクリ
ーンエネルギーの普
及啓発に取り組む。 

環境フェアの企画、
実施により、クリーン
エネルギーの普及啓
発に取り組む。 

甲と連携し、クリー
ンエネルギーの普及
啓発に取り組む。 

 
６ 防災 

取組事項 取組内容 甲の役割 乙の役割 

防 災 対 策 の
充実 
 

石巻圏域における
防災相互応援体制の
整備に取り組む。 

石巻圏域における
防災相互応援体制の
整備に取り組む。 

甲と連携し、石巻圏
域における防災相互
応援体制の整備に取
り組む。 

 
７ その他 

取組事項 取組内容 甲の役割 乙の役割 

石 巻 専 修 大
学との連携 
 

観光や産業振興等、
圏域に共通した課題
について石巻専修大
学と共同研究に取り
組む。また、石巻専修
大学が実施するサテ
ライトキャンパス等

(1) 観光や産業振興
等、石巻圏域に共通
した課題について
石巻専修大学と共
同研究に取り組む。

(2) 石巻専修大学が
実施するサテライト

(1) 甲及び石巻専修
大学と連携し、共同
研究に取り組む。 

(2) 甲及び石巻専修
大学と連携し、石巻
専修大学が実施す
るサテライトキャ



の地域連携活動や教
育研究活動に連携し
て取り組む。 

キャンパス等の活動
について、共同で取
り組む。 

ンパス等の活動に
取り組む。 

ニ ホ ン ジ カ
対策の推進 

宮城県保護管理計
画に基づき、牡鹿半島
ニホンジカ対策協議
会を支援し、総合的に
捕獲や調査に取り組
む。また、牡鹿半島ニ
ホンジカ対策協議会
のハンター育成事業
等への支援を行い、ハ
ンター組織の充実に
取り組む。 

牡鹿半島ニホンジ
カ対策協議会の事務
局を担い、ニホンジカ
の捕獲・調査の実施、
講習会の開催、各種の
支援等に計画的に取
り組む。 

甲と連携し、ニホン
ジカに係る情報収集
に取り組む。 
 

 
別表第２（第３条、第４条関係） 

 
結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

 
１ 地域公共交通 

取組事項 取組内容 甲の役割 乙の役割 

地 域 公 共 交
通の維持・確
保対策（地域
路線バス） 

沿線市町が協調し
て、路線の維持確保に
取り組む。また、石巻
圏域の既存の住民バ
ス・乗合タクシー等の
多様な公共交通機関
を生かした生活交通
の確保に取り組む。 

(1) 路線の維持確保
に取り組む。 

(2) 石巻圏域の既存
の住民バス・乗合タ
クシー等の多様な
公共交通機関を生
かした生活交通の
確保に取り組む。 

甲と連携し、生活交
通の確保に取り組む。
 

地 域 公 共 交
通 の 整 備 促
進（鉄道） 

高次都市機能を持
つ仙台圏域との連携
強化のため、仙石線及
び石巻線整備の活動
強化に取り組む。 

仙台圏域との連携
強化のため、仙石線及
び石巻線整備の活動
強化に取り組む。 

甲と連携し、仙台圏
域との連携強化のた
め、仙石線整備の活動
強化に取り組む。 
 

 
２ 道路等の交通インフラ整備 

取組事項 取組内容 甲の役割 乙の役割 

高 速 交 通 ネ
ッ ト ワ ー ク
及 び 幹 線 道
路・市町間を
結 ぶ 道 路 の
整備促進 
 
 

仙台圏域等との連
携強化のため、三陸縦
貫自動車道等の高速
交通ネットワーク及
びそれにアクセスす
る 幹 線 道 路 及 び 国
道・県道等の幹線道路
については、整備が図
られるよう取り組む。
また、市町間を結ぶ必
要な道路については、
連携して整備に取り
組む。 
 

(1) 三陸縦貫自動車
道等の高速交通ネ
ットワーク及びそ
れにアクセスする
幹線道路について
は、整備が図られる
よう取り組む。 

(2) 国道・県道等の
幹線道路の整備に
ついては、関係市町
と連携して取り組
む。 

(3) 石巻圏域を結ぶ
道路の整備に取り
組む。 

(1) 甲と連携し、高
速交通ネットワー
ク及びそれにアク
セスする幹線道路
の整備が図られる
よう取り組む。 

(2) 甲と連携し、国
道・県道などの幹線
道路の整備につい
て取り組む。 

(3) 甲と連携し、石
巻圏域を結ぶ道路
の整備に取り組む。

 
 



３ 石巻圏域農水産物及び特産品を活用した地域ブランドの開発 

取組事項 取組内容 甲の役割 乙の役割 

農 水 商 工 連
携 に よ る ブ
ラ ン ド 力 の
向 上 及 び 地
域 ブ ラ ン ド
商品づくり 
 
 
 
 
 
 

農水商工連携によ
る商品開発を促進す
るため、マッチング交
流会や企業間情報の
提供に取り組む。ま
た、豊富な農水産物や
特産品を生かした地
域ブランド商品の開
発を進めるとともに、
販売促進に向けたＰ
Ｒ等に積極的に取り
組む。 
 

(1) 石巻圏域の農水
産物及び特産品の
情報等を収集し、Ｐ
Ｒと販路の拡大に
取り組む。 

(2) 関係団体等と連
携し、地域ブランド
商品づくりに取り
組む。 

(3) 農水商工連携を
推進するため、調査
研究を進めながら、
マッチング交流会
の開催や企業間情
報の提供に取り組
む。 

(1) 甲と連携し、石
巻圏域の農水産物
及び特産品の情報
等を収集し、ＰＲと
販路の拡大に取り
組む。 

(2) 甲及び関係団体
等と連携し、地域ブ
ランド商品づくり
に取り組む。 

(3) 甲と連携し、農水
商工連携を推進する
ための調査研究を進
めながら、マッチン
グ交流会の開催や企
業間情報の提供に取
り組む。 

 
４ 地域内外の住民との交流・移住促進 

取組事項 取組内容 甲の役割 乙の役割 

Ｕ Ｊ Ｉ タ ー
ンの推進 
 
 

石巻圏域の空き家
情報、雇用情報、地域
情報等の各種情報の
発信や結婚支援を行
うシステムを構築し、
圏域外住民のＵＪＩ
ターン施策に取り組
む。 
 
 

(1) 石巻圏域の各種
施策情報のシステ
ムを一体的に構築
し、情報発信に取り
組む。 

(2) ＵＪＩターン促
進のための協議会
を設立し、石巻圏域
として必要な施策
に取り組む。 

(1) 甲に必要な情報
を提供するととも
に、石巻圏域の各種
施策情報システムの
一体的な構築に向け
協調を図る。 

(2) 甲と連携し、Ｕ
ＪＩターン促進の
ために必要な施策
に取り組む。 

 
別表第３（第３条、第４条関係） 
 

圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 
 
１ 石巻圏域の職員等の交流 

取組事項 取組内容 甲の役割 乙の役割 
石 巻 圏 域 職
員 等 の 研
修・交流 
 
 

石巻市が主催する
各種研修事業に、東松
島市及び女川町の職
員の受け入れ、情報の
提供に取り組む。 

 各種職員研修の情
報を提供するととも
に、合同研修会実施へ
の企画立案等に中心
的に取り組む。 

甲が実施する職員
研修等に必要に応じ
て職員を参加させる
とともに、甲と連携し
て合同研修会に取り
組む。 

外 部 か ら の
人材の確保 

生活機能の強化に
係る政策分野及び結
びつきやネットワー
クの強化に係る政策
分野の取組に必要な
石巻圏域の行政マネ
ジメント能力を強化
するため、専門知識等
を有する人材の確保
に取り組む。 

 政策分野の取組に
必要な専門的な知識
を有する人材の確保
に取り組む。 

甲と連携し、政策分
野の取組に必要な専
門的な知識を有する
人材の確保に取り組
む。 

 


